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出動！道路除雪の
　　　　職人たち

　
除
雪
作
業
は
安
全
第
一
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要

で
す
。
安
全
に
、
そ
し
て
円
滑
に
除

雪
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

自
動
車
や
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な

る
も
の
を
道
路
上
に
放
置
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

○ 

敷
地
か
ら
道
路
上
に
は
み
出
し
て

い
る
竹
や
樹
木
の
枝
な
ど
は
取
り

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

○ 

家
や
車
庫
の
出
入
り
口
に
設
置
し

て
あ
る
乗
り
入
れ
板
は
撤
去
し
て

く
だ
さ
い
。

○ 

交
通
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
屋
根

や
敷
地
の
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

安
全
な
除
雪
作
業
を

心
掛
け
て
い
ま
す

特集

～冬の道路交通を確保する除雪作業～

道路に
雪を出

さ

ないで
くださ

い

市
の
除
雪
体
制

　12 月になり、雪が降り始める季節となりま

した。この時期になると、道路の除雪につい

て気になる人も多いのではないでしょうか。

　今回の特集では、冬の道路交通を確保する

除雪作業がどのように行われているのかをお

知らせします。

建設課維持緑地係

五十嵐 主事

　
市
内
に
は
、
国
道
や
県
道
、
市
道

な
ど
の
道
路
が
あ
り
ま
す
。
国
道
49

号
は
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

新
潟
国
道
事
務
所
が
、
そ
の
他
の
国

道
と
県
道
は
新
潟
県
新
発
田
地
域
振

興
局
が
、
市
道
は
市
が
管
理
を
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
道
路
に
お
い
て
も
、
急
な

積
雪
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
万
全
の

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
雪
が
積
も
る
と
、
消
雪
パ
イ
プ
が

あ
る
道
路
は
地
下
水
を
利
用
し
て
雪

を
溶
か
し
、
消
雪
パ
イ
プ
が
な
い
道

路
は
除
雪
車
を
使
用
し
ま
す
。
市
道

で
消
雪
パ
イ
プ
が
あ
る
道
路
は
約

２
０
０
㎞
、
除
雪
車
を
使
用
す
る
道

路
は
約
３
０
０
㎞
に
及
び
ま
す
。

　
市
道
の
除
雪
は
、
市
内
の
業
者
と

市
職
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。
除
雪
に

は
「
早
朝
除
雪
」
と
「
日
中
除
雪
」

が
あ
り
、
早
朝
除
雪
は
午
前
3
時
ご

ろ
か
ら
業
者
が
行
い
ま
す
。
早
朝
除

雪
と
い
っ
て
も
実
際
は
真
夜
中
で
、

真
っ
暗
な
中
で
作
業
を
し
ま
す
。
日

中
除
雪
は
早
朝
除
雪
の
終
了
後
に
、

市
職
員
な
ど
が
除
雪
路
線
を
拡
幅
す

る
な
ど
、必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

　
雪
が
積
も
っ
て
も
、
歩
行
者
や
自

動
車
な
ど
が
安
全
に
道
路
を
通
行
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
安
心
し

て
冬
を
過
ご
す
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
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一
定
以
上
の
積
雪
が
確
認
さ
れ
る

と
、
業
者
へ
連
絡
し
、
出
動
要
請
を

行
い
ま
す
。

　
業
者
の
担
当
者
は
、
す
ぐ
に
準
備

を
整
え
て
、
各
自
の
担
当
地
区
へ
向

か
い
ま
す
。

　
天
気
予
報
で
降
雪
の
情
報
を
確
認

し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
出
動
要
請
が

入
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
冬
の
期

間
は
常
に
待
機
し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
車
の
運
転
は
、
大
型
特
殊
自

動
車
免
許
と
作
業
用
の
免
許
を
持
っ

て
い
る
人
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
除
雪
車
の
運
転
席
は
、
大
き
い
も

の
で
高
さ
3
ｍ
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

こ
の
位
置
で
は
、
除
雪
車
の
前
後
10

ｍ
ほ
ど
が
死
角
に
な
り
ま
す
。
安
全

の
た
め
、
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　「
早
朝
除
雪
が
終
わ
っ
た
ら
一
休

み
」と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

除
雪
を
担
う
多
く
の
業
者
は
本
来
の

業
務
を
し
つ
つ
、
除
雪
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
除
雪
が
終
わ
る
と
、
朝
食
を
取
っ

て
本
来
の
業
務
に
備
え
ま
す
。
つ
か

の
間
の
休
息
を
取
り
ま
す
が
、
ほ
と

　「
ま
だ
除
雪
車
が
来
な
い
」「
消
雪

パ
イ
プ
が
出
て
い
な
い
」

　
業
者
が
除
雪
を
し
て
い
る
間
に

も
、
市
役
所
に
は
こ
の
よ
う
な
問
い

合
わ
せ
が
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
に
は
「
出
勤
し
よ
う
と
し
た
ら
、

道
路
が
き
れ
い
に
除
雪
さ
れ
て
い

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
市
役
所
に
は
職
員
が
待
機
し
て
い

て
、
必
要
に
応
じ
て
、
業
者
に
連
絡

を
し
た
り
、
現
場
の
確
認
に
行
っ
た

り
す
る
な
ど
、
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
市
職
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
、
積

雪
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
前
日
か
ら

一
定
以
上
の
雪
が
降
る
と
、
除
雪
車

出
動
の
判
断
を
下
し
ま
す
。

　「
除
雪
が
完
了
し
ま
し
た
」

　
担
当
地
区
の
除
雪
が
完
了
し
、
歩

行
者
や
自
動
車
が
通
行
し
や
す
い
道

路
に
な
る
と
、業
者
か
ら
市
役
所
に
、

こ
の
よ
う
な
電
話
が
次
々
と
入
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
を
も
っ
て
業
者
が
行

う
早
朝
除
雪
は
終
了
で
す
。

　
道
路
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
交
通
量
の
多
い
道
路
ほ
ど
、
早

め
に
除
雪
が
完
了
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
朝
方
に
な
っ
て
か
ら
雪
が

降
り
始
め
た
と
き
は
、
日
中
ま
で
除

雪
作
業
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
早
朝
除
雪
は
午
前
3
時
に
始
ま

り
、
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
ま
で
に

終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
道
幅
の
広
い
道
路
か
ら
狭
い
道
路

ま
で
、
道
路
の
規
模
に
応
じ
た
除
雪

車
を
用
い
て
除
雪
を
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
車
道
だ
け
で
な
く
歩
道
も
専

用
の
除
雪
車
を
用
い
て
作
業
を
行
い

ま
す
。

　
作
業
は
通
行
す
る
自
動
車
な
ど
の

支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

行
い
ま
す
。

　
暗
か
っ
た
空
が
だ
ん
だ
ん
明
る
く

な
っ
て
く
る
と
、
除
雪
に
も
力
が
入

り
ま
す
。

特集　出動！道路除雪の職人たち

深夜に始まる
除雪作業

　まだ夜が明けないころ、除雪作業のために動き

出す人たちがいます。除雪作業は、誰が、どのよ

うに行っているのでしょうか。私たちが冬の道路

を安全に、支障なく利用できる裏には、さまざま

な人の努力があります。

　ここでは、ある一日に密着して、私たちが通勤・

通学で使用する道路が、どのように除雪されてい

るのかを解説していきます。

 

●
午
前
0
時
30
分

 

　
積
雪
の
確
認

 

●
午
前
3
時

 

　
除
雪
の
開
始

 

●
午
前
4
時

 

　
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
・
現
場
の
確
認

 

●
午
前
5
時
以
降

 

　
除
雪
完
了
の
報
告

 

●
午
前
9
時
30
分

 

　
本
来
の
業
務
に
備
え
る

 

●
午
前
2
時

 

　
業
者
へ
の
出
動
要
請

ん
ど
休
ま
ず
に
、
次
の
業
務
に
取
り

掛
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
再
び
出
動
要
請
が
来
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
除
雪
車
に
付
い
た
雪
を
取

り
払
っ
た
り
、
燃
料
を
詰
め
た
り
す

る
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
い
、
次
の

出
動
へ
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
す
。

 
※
除
雪
車
の
近
く
は

 
　
危
険
で
す
！

除雪車の運転席からの視界

出動要請を行う市職員
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私
た
ち
の
普
段
の
生
活
の
中
で
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
。
こ
の

道
路
を
安
全
に
、
通
行
し
や
す
い
状

態
に
保
つ
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
で

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
新
潟
は
雪
国
で
あ
り
、冬
の
期
間
、

雪
と
向
き
合
わ
ず
に
生
活
を
送
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。今
年
1
月
に
は
、

新
潟
県
内
を
走
る
国
道
8
号
で
、
大

雪
の
た
め
、
最
大
10
㎞
に
わ
た
る
大

渋
滞
が
起
き
ま
し
た
。

　「
雪
が
降
り
積
も
っ
て
も
、
安
全

に
通
行
で
き
る
道
を
確
保
す
る
」。

道
路
除
雪
に
携
わ
る
人
た
ち
に
は
、

こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
冬
の
期
間
で
も
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
除
雪
体
制
を
充
実
し

た
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

特集　出動！道路除雪の職人たち

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課 

維
持
緑
地
係

　
☎
62
‐
２
５
１
０

　
（
内
線
２
３
１
３
〜
２
３
１
５
）

使命は冬の道路を
守ること

充
実
し
た
除
雪
体
制
を

　12 月に入り、市内の業者では、いつ出動要請が入っても対応で

きるように準備を整えています。市道の除雪を担う業者の一つ、

有限会社戸田建設の戸田拓也さんに話を聞きました。

㈲戸田建設

戸田拓也さん

　
―
除
雪
で
苦
労
す
る
点
は
あ
り
ま

す
か
。

　
朝
早
い
こ
と
が
大
変
で
す
。
午
前

2
時
30
分
か
ら
3
時
ご
ろ
に
は
出
動

す
る
の
で
、
そ
れ
に
備
え
る
こ
と
に

苦
労
し
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
、
い
つ

出
動
要
請
が
来
る
か
分
か
ら
な
い
の

で
、
い
つ
も
天
気
予
報
を
気
に
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
除
雪
が
終
わ
っ
た
ら
、
本
来
の
業

務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
に
も
し
て
い
ま

す
。

　
―
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け

て
除
雪
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
通
行
す
る
自
動
車
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
よ
う
に
除
雪
を
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
深
夜
だ
と
交
通
量

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
に

気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。
や
は
り

安
全
が
第
一
な
の
で
。

　
ま
た
、
朝
の
通
勤
・
通
学
の
時
間

帯
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
時
間
に
も

気
を
配
り
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
ま

す
。

　
―
忙
し
い
時
期
の
ピ
ー
ク
は
い
つ

で
す
か
。

　
例
年
1
月
、
2
月
は
忙
し
い
日
が

続
き
ま
す
。
1
日
に
2
回
出
動
要
請

が
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
―
休
日
や
正
月
も
出
動
す
る
の
で

す
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
雪
が
積
も
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
除
雪
を
行
い
ま
す
。
休
日

も
正
月
も
関
係
な
い
で
す
ね
。
そ
の

た
め
、
冬
の
期
間
は
旅
行
に
行
く
こ

と
は
で
き
な
い
で
す
（
笑
）

　
―
ど
の
よ
う
な
思
い
で
除
雪
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
通
勤
・
通
学
す
る
人
が
道
路
を
安

全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
機
械
を

用
い
て
除
雪
を
し
て
い
ま
す
が
、
真

心
と
熱
意
で
雪
を
溶
か
す
つ
も
り
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
―
き
れ
い
に
除
雪
が
で
き
る
と
、

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
か
。

　
ま
ず
は
、
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。「
き
れ
い
に
除
雪
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
お
礼
の
電
話
を
も
ら
っ

た
り
、
直
接
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い

う
と
き
に
は
、
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
し
、
次
の
励
み
に
も
な
り

ま
す
。

　
―
雪
が
降
り
始
め
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
今
季
の
意
気
込
み
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
念
頭

に
作
業
を
行
い
た
い
で
す
。
そ
の
上

で
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
「
こ
の

道
路
は
、
き
れ
い
に
除
雪
さ
れ
て
い

て
通
行
し
や
す
い
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

雪
を
溶
か
す
の
は

真
心
と
熱
意

市内を走るさまざまな除雪車

み
ん
な
で
行
う

道
路
の
除
雪

　
例
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
市

内
に
あ
る
消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
を
自

治
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。点
検
内
容
は
、ノ
ズ
ル
に
詰
ま
っ

た
砂
の
除
去
、
水
量
の
調
整
、
漏
水

の
有
無
の
確
認
な
ど
で
す
。

　
今
年
は
、
約
１
３
０
の
自
治
会
の

皆
さ
ん
に
点
検
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
て
、
消
雪
パ
イ
プ
が
作
動
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
作
業

広い幹線道路や周りに民家がな

い道路を中心に除雪をします。

住宅街などの狭い道路の除雪を

します。

　市内には道路の特徴に応じて、さ

まざまな除雪車が走っています。

1 2 3

4

1

5

除雪グレーダ同様、広い道路の

除雪をしますが、より力強く除

雪をすることができます。

歩道などの極端に狭い道路の除

雪に利用します。

路面の凍結が予想されると、国

道や県道に凍結防止剤（塩）を

まきます。

2

3

4

5

除雪グレーダ バケット付ホイールローダ

小型手動式除雪車 凍結防止剤散布車

アングリングプラウ付ホイールローダ
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■トピックス ■トピックス

阿
賀
野
市
議
会
新
体
制

20人

議
会
人
事

　任期満了に伴う市

議会議員一般選挙が

行われ、11 月から

新体制がスタートし

ました。今後4年間、

市民の代表として市

政を担う新議員を紹

介します。（年齢は

11月 1日現在）

　
市
議
会
議
員
改
選
後
初
め
て
の
議
会
（
臨

時
議
会
）
が
11
月
8
日
に
招
集
さ
れ
、
議
長
・

副
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
議
会
人
事

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
議
会
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

監
査
委
員

副

議

長

議

長

山

崎

正

春

市

川

英

敏

髙

橋

幸

信

委

員

副
委
員
長

委

員

長

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

委

員

副
委
員
長

委

員

長

総
務
文
教
常
任
委
員
会

遠
藤
智
子
　
石
川
恒
夫

宮
脇
雅
夫
　
江
口
卓
王

村
上
清
彦

中
島
正
昭

山
崎
正
春
　
倉
島
良
司

風
間
輝
榮
　
山
賀
清
一

清
野
栄
一

天
野
美
三
男

山
口
功
位

石
川
恒
夫

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
員

浅
間
信
一
　
村
上
清
彦

五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合
議
員

山
崎
正
春
　
　
中
島
正
昭
　
雪
　
正
文

天
野
美
三
男
　
横
井
基
至

阿
賀
北
広
域
組
合
議
員

委

員

副
委
員
長

委

員

長

産
業
建
設
常
任
委
員
会

稲
毛

　
明

　
市
川
英
敏

近
山

　
修

　
横
井
基
至

浅
間
信
一

雪
　
正
文

委

員

副
委
員
長

委

員

長

山
口
功
位

　
宮
脇
雅
夫

村
上
清
彦

　
近
山

　
修

横
井
基
至

風
間
輝
榮

委

員

副
委
員
長

委

員

長

議
長
・
委
員
長
・
副
委
員
長

を
除
く
17
人

天
野
美
三
男

村
上
清
彦

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

一
部
事
務
組
合
の
選
出
議
員

18 浅
あさ

間
ま

 信
しん

一
いち

69 歳

（保田1760番地1）

無所属・当選回数5

19 山
やま

崎
ざき

 正
まさ

春
はる

78 歳

（学校町7番13号）

無所属・当選回数5

16 山
やま

口
ぐち

 功
こう

位
い

69 歳

（大室5073番地の30）

無所属・当選回数5

17 遠
えん

藤
どう

 智
とも

子
こ

69 歳

（保田4476番地の2）

無所属・当選回数5

14 中
なか

島
じま

 正
まさ

昭
あき

67 歳

（下条町12 番69号）

無所属・当選回数5

11 稲
いな

毛
げ

　明
あきら

65 歳

（今板413番地）

日本共産党・当選回数5

20 髙
たか

橋
はし

 幸
ゆき

信
のぶ

67 歳

（京ヶ島1569番地 3）

無所属・当選回数5

13 倉
くら

島
しま

 良
りょう

司
じ

67 歳

（駒林1139番地）

日本共産党・当選回数5

10 江
え

口
ぐち

 卓
たく

王
お

65 歳

（外城町1番59号）

無所属・当選回数5

15 石
いし

川
かわ

 恒
つね

夫
お

67 歳

（山本新227番地）

無所属・当選回数5

12 宮
みや

脇
わき

 雅
まさ

夫
お

65 歳

（保田4348番地）

日本共産党・当選回数5

9 風
かざ

間
ま

 輝
てる

榮
えい

65 歳

（北本町1番25号）

無所属・当選回数4

6 山
やま

賀
が

 清
せい

一
いち

77 歳

（熊居新田667番地の1）

無所属・当選回数4

1 横
よこ

井
い

 基
もと

至
ゆき

36 歳

（牧島115 番地 1）

幸福実現党・当選回数1

5 市
いち

川
かわ

 英
ひで

敏
とし

57 歳

（千唐仁151番地6）

無所属・当選回数3

7 雪
ゆき

  正
まさ

文
ふみ

53 歳

（分田1312番地）

無所属・当選回数4

8 村
むら

上
かみ

 清
きよ

彦
ひこ

46 歳

（下条町18 番7号）

公明党・当選回数4

2 清
せい

野
の

 栄
えい

一
いち

66 歳

（外城町5番4号）

無所属・当選回数1

4 近
ちか

山
やま

  修
おさむ

63 歳

（分田1029番地）

無所属・当選回数2

3 天
あま

野
の

美
み

三
さ

男
お

52 歳

（榎船渡328番地の1）

無所属・当選回数2

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局
　
☎
61
‐
２
４
８
９

市
民
と
市
政
を

つ
な
ぐ

※●数字は議席番号
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■トピックス ■トピックス

●議会議員として地方自治の振興に貢献

　　倉島良司さん（駒林・通算 25年 6か月在任、現職）

　　山口功位さん（大室・通算 24年 1か月在任、現職）

　　風間輝榮さん（北本町・通算 12年在任、現職）

●選挙管理委員会委員として選挙の適正な執行管理に貢献

　　五十嵐英雄さん（姥ヶ橋・通算 12年 10 か月在任、現職）

●農業委員会委員として農業振興に貢献

　　古日山誠さん（保田・通算 17年在任）

　　植木壽男さん（里・通算 14年在任）

　　羽田正栄さん（下里・通算 14年在任）

●自治会長として行政事務連絡および区内自治の振興に貢献

　　佐藤十九一さん（久保・通算 16年在任）

●民生委員・児童委員として社会福祉の向上に貢献

　　山嵜佳子さん（法柳新田・通算 23年 11 か月在任、現職）

●ボランティア活動を通して社会福祉の向上に貢献

　　 レクダンス萌の会　代表　瀧澤喜美子さん（高齢者施設を中心に慰問活動を実施。通算 16年以上、

現在も活動中）

　　 やすらぎサロン　代表　神田道子さん（高齢者が気兼ねなく楽しく集えるサロンを開催。通算 17

年 7か月、現在も活動中）

●青少年育成センター指導員として青少年の健全育成に貢献

　　大瀧時男さん（新座・通算 26年 5か月在任、現職）

■この記事に関する問い合わせは、市長政策課 秘書係へ　☎ 62-2510（内線 2211）

写真：前列左から、五十嵐英雄さん、古日山誠さん、植木壽男さん、羽田正栄さん、（帆苅県議会議員）、（田中市長）、（石川市議

会議員代表）、風間輝榮さん、山口功位さん、倉島良司さん

後列左から、（渡邉教育長職務代理）、（高橋阿賀野警察署長）、（土橋代表監査委員）、大瀧時男さん、瀧澤喜美子さん、山嵜佳子さん、

佐藤十九一さん、（小嶋農業委員会長）、（岩村教育長）

※神田道子さん欠席

11 月 3 日、各分野で功績があった方々の表彰式が行われました。

（  ）内は来賓および主催者

阿賀野市功労者表彰式阿賀野市功労者表彰式 介護予防・日常生活支援総合事業が始まります

● 

「
人
口
減
少
」と「
需
要
増
加
」

の
中
で
取
り
組
め
る
こ
と

　
超
高
齢
社
会
の
中
で
、
２
０
２
５
年
に

は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
高
齢

者
の
増
加
と
と
も
に
、
要
介
護
者
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
単

身
者
世
帯
や
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
増
加

す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
在
宅
生
活
を
支

え
る
生
活
支
援
（
買
い
物
・
調
理
・
洗
濯
・

ご
み
出
し
な
ど
）
の
需
要
が
高
ま
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
他
方
で
は
、
在
宅
介
護
を
支
え
る
生
産

年
齢
人
口
（
20
〜
64
歳
）
が
減
少
し
て
い

く
た
め
、
需
要
に
応
じ
た
介
護
専
門
職
の

確
保
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　
担
い
手
と
需
要
の
不
均
衡
を
少
し
で
も

改
善
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

■この記事に関する問い合わせは、高齢福祉課 地域包括支援センター阿賀野　☎ 62-2510（内線 2132）

介
護
予
防
の
効
果
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
め
、
75
歳
以
上
に
な
っ
て
も
元

気
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る

支
え
る
側
は
、
限
ら
れ
た
生
産
年

齢
人
口
と
地
域
の
元
気
な
高
齢
者

の
力
を
借
り
る
な
ど
、
人
的
資
源

を
最
大
限
に
活
用
す
る

介護予防の効果

をいかに高める

か？

限られた人材を

いかに有効に活

用するか？

介護予防の取り組み「水中運動教室」

いつまでも元気で暮らしていくために！

足腰が悪くなって
買い物が大変

体操で健康づくり
をしたい

ご近所さんとお茶
や話しがしたい

● 

介
護
予
防
と
日
常
生
活
支
援

を
総
合
的
に
推
進
す
る
事
業

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
実
施

し
て
い
る
「
め
き
め
き
モ
リ
モ
リ
若
返
り

教
室
」「
水
中
運
動
教
室
」「
サ
ロ
ン
」
な

ど
、
よ
り
効
果
が
高
ま
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
日
常
生
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

か
ら
「
生
活
支
援
協
議
体
」
を
中
学
校
区

ご
と
に
設
置
し
、
地
域
づ
く
り
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
来
月
は
、「
生
活
支
援
協
議
体
」
の
活

動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

● 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
と
は

　
地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
て
、
要
支
援
者
等
に
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
介
護
予
防
と
、
日
常
生
活
支
援
の

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供

す
る
事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
移
行
し

ま
す
。

高齢者 1人を支える現役世代の人数
65 歳以上人口

65 歳以上人口
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こ
の
た
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を

活
用
し
、
長
胴

太
鼓
3
台
・
子

ど
も
用
は
ん
て

ん
40
着
・
大
高

張
ち
ょ
う
ち
ん

2
張
・
桶
型
長

ち
ょ
う
ち
ん
4

張
・
太
鼓
保
管

運
搬
用
ケ
ー
ス
１
個
を
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
備
品
の
披
露
を
兼
ね
た
今
年
の
緑
町
夏

ま
つ
り
に
は
、
例
年
を
上
回
る
３
５
０
人
以
上

が
参
加
し
て
盛
況
の
う
ち
に
実
施
。
下
条
祭
り

で
は
、
新
し
い
は
ん
て
ん
を
着
た
子
ど
も
た
ち
が

見
事
な
祭
り
ば
や
し
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
以
外
に
は
、
緑
町
子
ど
も
創
作
太
鼓

等
に
も
活
用
し
、
自
治
会
発
足
以
来
の
伝
統

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

緑
町
自
治
会
長
　
樋
熊
　
征
夫

　
緑
町
自
治
会
で
は
、
コ

※

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
助
成
を
受
け
、
地
域
づ
く
り
に
必
要

な
備
品
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
整
備
し
た
備
品
な
ど
を
活
用
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

＊ 

緑
町
自
治
会
「
長
胴
太
鼓
・
子
ど
も

用
は
ん
て
ん
・
ち
ょ
う
ち
ん
な
ど
」

　
緑
町
自
治
会
は
発
足
か
ら
41
年
に
な
る
住

宅
地
で
す
。
自
治
会
発
足
以
来
、
大
切
に
し

て
き
た
の
は
、
隣
人
同
士
が
無
関
心
に
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
自

治
会
会
員
一
人
ひ
と
り
が
「
互
い
に
顔
が
分

か
る
」
よ
う
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

参
加
で
き
る
独
自
の
各
種
事
業
（
運
動
会
・

文
化
祭
・
祭
り
等
）
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
地
域
の
伝
統
行
事
「
緑
町
夏

ま
つ
り
」
や
「
下
条
祭
り
」
は
、
自
治
会
の

連
帯
感
醸
成
と
活
性
化
を
図
る
上
で
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

※ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
等
の
整
備
等
に
助
成

を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
強
化
を
図
る

こ
と
で
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係
（
内
線
２
２
８
０
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
の

活
性
化
を
！

祭りばやしを奏でる子どもたち

整
備
し
た
長
胴
太
鼓
（
写
真
上
）
と

は
ん
て
ん
（
写
真
下
）

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました
　
11
月
16
日
、
中
学
生
を
対
象
に
募
集

し
た
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
表
彰

式
が
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
発
田
税
務
署
管
内
で
７
７
３
作

品
、
市
内
か
ら
は
２
８
５
作
品
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
優
秀
作
28
作
品
の
う
ち
、
市
内
か
ら

10
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

市
内
受
賞
者
の
作
品
は
、
12
月
中
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

『
税
に
つ
い
て
の
作
文
』
入
賞
者

◇ 

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
感
謝
状

　
○
水
原
中
学
校

◇ 

新
発
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
感
謝
状

　
○
京
ヶ
瀬
中
学
校

前列左から、遠藤さん、彌源治さん、佐々木さん、鈴木広宣水原中学校社会科主任、
渡邉正人京ヶ瀬中学校教頭、坂井さん、北澤さん。後列左から、佐藤育夫関東信
越税理士会新発田支部長、中俣昭雄新発田地域振興局長、塩田義通新発田税務
署長、川鍋正樹新発田地区納税貯蓄組合連合会長、岩村弘一阿賀野市教育長
※大島さん、後藤さん、江田さん、齋藤さん、新保さんは欠席

◇ 

新
潟
県
新
発
田
地
域
振
興
局
長
賞

　
○
佐
々
木
海
夏
人
さ
ん
（
京
ヶ
瀬
中
3
年
）

◇ 

関
東
信
越
税
理
士
会
新
発
田
支
部
長
賞

　
○
彌
源
治
美
咲
さ
ん
（
笹
神
中
3
年
）

◇ 

新
発
田
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
○
坂
井
理
子
さ
ん
（
笹
神
中
3
年
）

　
○
大
島
佳
那
さ
ん
（
水
原
中
3
年
）

◇ 

阿
賀
野
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
○
後
藤
愛
香
さ
ん
（
水
原
中
3
年
）

　
○
遠
藤
直
穂
さ
ん
（
京
ヶ
瀬
中
3
年
）

　
○
江
田
萌
恵
さ
ん
（
安
田
中
3
年
）

　
○
齋
藤
有
沙
さ
ん
（
水
原
中
3
年
）

　
○
新
保
茉
以
さ
ん
（
水
原
中
3
年
）

　
○
北
澤
大
甫
さ
ん
（
安
田
中
3
年
）

　11 月 1 日、阿賀野ライオンズクラブの片桐幸

一会長が市役所を訪れ、水原総合体育館に新し

い時計を設置してほしいと田中市長に目録が手

渡されました。

　昭和 56 年の水原総合体育館竣工時に、同クラ

ブの前身である水原ライオンズクラブがステー

ジ脇のデジタル時計を寄贈されました。老朽化に

伴い故障したため、ライオンズクラブ国際協会発

足 100 周年記念事業の一環として、アナログ式丸

時計（40万円相当）が改めて寄贈されました。

体
育
館
に
時
計
を
寄
贈

●
阿
賀
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

左から、田中市長、片桐会長

寄付紹介

　10 月 20 日、ローム・アンド・ハース電子材

料株式会社笹神工場（女堂）の山内修工場長と
同社親会社のダウ・ケミカル日本株式会社の沢

登理永広報室員が市役所を訪れ、岩村教育長に

クラリネットなど楽器 8 台（100 万円相当）の

目録が手渡されました。

　ダウ・ケミカル日本株式会社が、社会貢献事

業の一環として毎年実施しているもので、今年

で 7 年目。寄贈された楽器は、市内の各中学校

で吹奏楽部の活動や音楽の授業で使用されます。

中
学
校
へ
楽
器
を
寄
贈

●
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
日
本
㈱

左から、岩村教育長、山内工場長、沢登
広報室員

　古澤さんは、昭和 38 年 4 月、新潟県警察官

を拝命。昭和39年、新潟中央警察署で新潟国体・

新潟地震、関東管区警察学校入校時に東京オリ

ンピックの対応を経験。十数か所の警察署で勤

務した後、平成 17 年 3 月、新潟県警部として

新潟東警察署勤務を最後に退職されました。

　この間、主に警察署の地域課で、交番・駐在

所のまとめ役として、地域の安全と安心を守る

活動に尽力されました。

　井岡さんは、昭和 48年 5月、水原町商工会（平

成 16 年 6 月から「水原商工会」に改称）の理

事に就任。副会長を経て、平成 16 年 5 月から

現在まで会長を務められています。また、平成

24年から現在まで新潟県商工会連合会の理事も

務められています。

　この間、地元商工会のみならず、県下 103 の

商工会の振興や商工業者の指導・育成、地域振

興、産業振興に尽力されました。
井
い

岡
おか

 英
ひで

夫
お

さん（北本町）

旭日単光章

瑞宝単光章

平成 28 年秋の叙勲
（11月 3日）

消防功労

五
い

十
か

川
がわ

 岩
いわ

一
いち

さん（分田）

平成 28 年秋の叙勲
（11月 3日）

中小企業振興功労

瑞宝双光章

第 27 回危険業務従事者叙勲
（11 月 3日）

警察功労

古
ふる

澤
さわ

 三
さぶ

郎
ろう

さん（緑岡）

　五十川さんは、昭和 45 年 6月から平成 16 年

3 月まで、水原町消防団員として 33 年 9 か月

の長きにわたり務められました。

　この間、平成 2年 7 月から平成 10 年 4 月ま

での 7年 9か月は分団長として分団の指揮を執

り、平成 10 年 4 月から水原町が閉町した平成

16 年 3 月までの 6年間は副団長を務め、団長

を補佐し、地域住民の生命・財産を守るため、

消防・防災活動に尽力されました。
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■お知らせ版

催
　
　
し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

　
市
で
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

無
料
で
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

健
康
塾

◎
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
（
全
10
回
）

　
健
康
で
元
気
な
市
民
を
増
や
す
た

め
、
機
器
を
活
用
し
て
体
力
の
向
上
を

目
指
す
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
生
涯
現

役
で
い
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
会
場
・
日
時

① 

安
田
会
場
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
城
の
う
ち
「
集
会
室
」
／
毎
週

木
曜
、
午
前
10
時
〜
11
時
〔
平
成
29

年
1
月
5
日
（
木
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
〕

② 

京
ヶ
瀬
会
場
…
市
立
図
書
館
「
創
作

室
」
／
毎
週
金
曜
、
午
後
1
時
30
分

〜
2
時
30
分
〔
平
成
29
年
1
月
6
日

（
金
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
〕

▼
対
象
者
＝
お
お
む
ね
70
歳
ま
で
の
市
民

▼
定
員
＝
各
会
場
15
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
運
動
し
や
す
い
服

装
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

　
　
　  

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
10

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
＝
12
月
5
日
（
月
）
〜
16

日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康

推
進
課 

元
気
長
生
き
支
援
室
（
内
線

２
６
１
１
）

◎
子
育
て
遊
び
塾

◎ 

簡
単
か
わ
い
い
親
子
フ
ォ
ト
講
座

▼
日
時
＝
12
月
8
日
（
木
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
伊
藤
か
な
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ

ラ
ピ
ス
ト
協
会
認
定
講
師
）

▼
定
員
＝
先
着
8
人
※
子
ど
も
連
れ
可

▼
持
ち
物
＝
カ
メ
ラ
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
（
☎
62
‐
５
５
８
１
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
お
し
ゃ
べ
り
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　
わ
ら
べ
歌
に
合
わ
せ
て
手
遊
び
を
楽

し
み
ま
す
。
ク
イ
ッ
ク
整
体
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と

癒
や
し
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
12
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎ 

に
こ
に
こ
木
育
広
場

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）、
平
成
29

年
1
月
8
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎ 

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
教
室

▼
日
時
＝
12
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
熊
島
利
恵
氏
〔（
一
社
）
日

本
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
認
定
講
師
〕

▼
定
員
＝
先
着
10
組

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
（
☎
62
‐
５
５
８
１
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
共
通
事
項

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課
（
内
線

２
１
４
０
）

◎
親
子
英
語
塾

　
Ｇ
Ｏ
！ 

Ｇ
Ｏ
！ 

え
い
ご

▼
日
時
＝
12
月
14
日
（
水
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
講
師
＝
ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス

タ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課
（
内
線

２
１
４
０
）

◎
観
光
塾

　
日
本
で
初
め
て
白
鳥
に
餌
付
け
を
し

た
と
い
わ
れ
る
初
代
白
鳥
お
じ
さ
ん
の

吉
川
重
三
郎
氏
や
、
そ
の
後
を
継
い
だ

息
子
の
繁
男
氏
。
そ
の
生
い
立
ち
や
功

績
、瓢
湖
の
こ
れ
か
ら
を
お
話
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
14
日
（
水
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
3
階「
学
習
室
」

▼
演
題
＝
「
白
鳥
の
父
・
そ
し
て
兄
で
あ

る
吉
川
重
三
郎
氏
・
繁
男
父
子
の
功
績
と
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
す
る
よ
も
や
ま
話
」

▼
講
師
＝
遠
藤
忠
和
氏
（
市
ま
ち
あ
る

き
ガ
イ
ド
の
会
会
員
）

　
　
　 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課 

観
光

係
（
内
線
２
３
４
５
）

冬
休
み

シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
上
映
会

◎
大
人
向
け

▼
日
時
＝
12
月
21
日
（
水
）
午
後
1
時

30
分
〜
▼
上
映
作
品
＝
「
紅
白
が
生
ま

れ
た
日
」（
上
映
時
間
72
分
）

▼
内
容
＝
終
戦
か
ら
間
も
な
い
大
み
そ

か
。「
紅
白
歌
合
戦
」
の
前
身
の
「
紅

白
音
楽
試
合
」
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

傷
つ
い
た
人
々
に
歌
声
を
届
け
よ
う
と

奮
闘
す
る
ス
タ
ッ
フ
や
歌
手
た
ち
の
人

間
模
様
を
描
き
ま
す
。

◎
子
ど
も
向
け

▼
日
時
＝
12
月
27
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

▼
上
映
作
品
＝
「
お
じ
ゃ
る
丸
〜
マ
ロ
も

だ
い
す
き
月
光
町
〜
」（
上
映
時
間
93
分
）

▼
内
容
＝
マ
ン
シ
ョ
ン
の
最
上
階
に
あ

る
金
ち
ゃ
ん
の
家
に
遊
び
に
行
こ
う
と

し
た
お
じ
ゃ
る
丸
た
ち
。
だ
が
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
な
ぜ
か
各
階
止
ま
り
に
な

っ
て
い
て
…
。

◎
共
通
事
項

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館
「
視
聴
覚
室
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

五
十
公
野
公
園
探
鳥
会

　
五
十
公
野
公
園
を
散
策
し
、
升
潟
の

水
鳥
や
小
鳥
を
観
察
し
ま
す
。
　
　

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
11
時
※
小
雨
決
行

▼
会
場
＝
五
十
公
野
公
園
（
新
発
田
市

五
十
公
野
）

▼
集
合
場
所
＝
五
十
公
野
公
園
駐
車
場

（
升
潟
付
近
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

ミ
ニ
工
作
と
お
は
な
し
会

　
絵
本
カ
バ
ー
で
か
わ
い
い
ギ
フ
ト
バ

ッ
グ
を
作
り
ま
せ
ん
か
？ 

ク
リ
ス
マ

ス
に
ぴ
っ
た
り
の
楽
し
い
お
は
な
し
会

も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館
「
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」・「
視
聴
覚
室
」

▼
対
象
者
＝
小
学
生
以
上
の
人
（
親
子

で
の
参
加
も
可
。未
就
学
児
は
要
相
談
）

▼
定
員
＝
20
人

▼
申
込
期
間
＝
12
月
3
日
（
土
）
〜
11

日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館
　
☎
63
‐
１
７
２
２

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
山
び
こ
歌
謡
ク
ラ
ブ
（
阿
賀
町
）

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
寺
社
）

◎ 

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
12
月
23
日
（
金
・
祝
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
岡
山
歌
謡
ク
ラ
ブ
（
新
潟
市

東
区
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘
　
☎
68
‐
５
７
２
６

お
知
ら
せ

パ
ス
ポ
ー
ト

年
内
の
申
請
は
お
早
め
に

　
年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
を

希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。
阿
賀
野
市
に
住
民
登
録
し

て
い
る
人
は
、
市
役
所
で
の
申
請
と
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
窓
口
＝
市
役
所
1
階 

市
民
生

活
課（
各
支
所
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
）

▼
受
付
時
間

○
申
請
・
交
付

・ 

月
曜
〜
金
曜
、
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
※
祝
日
、
12
月
29
日
〜
翌
年

1
月
3
日
を
除
く

○
交
付
の
み

・ 

夜
間
役
所
…
第
1
・
3
水
曜
、
午
後

5
時
15
分
〜
7
時
※ 

祝
日
を
除
く

・ 

年
末
役
所
…
12
月
29
日
（
木
）、
30

日
（
金
）
午
前
8
時
30
分
〜
正
午

▼
交
付
ま
で
の
日
数
＝
申
請
日
を
含

め
、お
お
よ
そ
8
日
（
日
数
に
は
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
、
12
月
29
日
〜
翌
年
1
月

3
日
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
）

※ 

年
内
に
受
け
取
る
た
め
に
は
、
12
月

16
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
０
３
）

作
り
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
顔
写
真
付

き
の
カ
ー
ド
で
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）」
と
「
本
人
で
あ
る
こ
と
」

を
1
枚
で
証
明
で
き
ま
す
。
搭
載
さ
れ

て
い
る
電
子
証
明
書
を
利
用
し
て
税
の

電
子
申
告
が
行
え
る
ほ
か
、
平
成
29
年

7
月
か
ら
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
自
身

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
情
報
の
や

り
取
り
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
予

定
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
便
利
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

▼
申
込
方
法
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
希
望
者
本
人
が
必
要
書
類
を
持

参
の
上
、市
役
所
1
階
市
民
生
活
課（
各

支
所
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
）
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
申
請
書
に
添
付
す
る
顔

写
真
は
無
料
で
撮
影
し
ま
す
。

▼
必
要
書
類

・ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電

子
証
明
書
発
行
申
請
書
（
通
知
カ
ー

ド
と
一
緒
に
届
い
て
い
る
も
の
）

・ 

本
人
確
認
書
類
（
2
点
必
要
と
な
り
ま

す
。
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
身
体

障
害
者
手
帳
・
在
留
カ
ー
ド
・
健
康
保

険
証
・
介
護
保
険
証
・
年
金
手
帳
な
ど
）

・ 

印
鑑

▼
そ
の
他
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

即
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
後
、
約
3
週
間
で
自
宅
へ
送
付
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
０
１
〜
２
１
０
３
）

ご
存
じ
で
す
か
？

本
人
通
知
制
度

　
本
人
通
知
制
度
は
、
阿
賀
野
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人
や
本
籍
が
あ
る

人
の
証
明
書
を
第
三
者
に
交
付
し
た
と

き
、
事
前
に
登
録
し
た
人
へ
通
知
す
る

制
度
で
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
証
明
書
の
不
正
請
求
や
不
正
取
得
に

よ
る
個
人
の
権
利
を
守
る
た
め
、
家
族

み
ん
な
で
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

こ
の
制
度
は
、
代
理
人
や
第
三
者
に

証
明
書
を
交
付
で
き
な
い
よ
う
に
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民

係
（
内
線
２
１
０
１
）

知
っ
て
得
す
る
！

家
づ
く
り
税
セ
ミ
ナ
ー

　
マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
や
増
改
築
を

計
画
さ
れ
て
い
る
人
は
、
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
税
金
や
補
助
制
度
等
に

つ
い
て
、分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

・ 

固
定
資
産
税
、
不
動
産
取
得
税
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除

・ 

耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
・
耐
震
改
修

費
の
一
部
補
助
制
度
な
ど

▼
日
時
＝
12
月
15
日
（
木
）
午
後
7
時

〜
8
時
15
分

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

「
研
修
室
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
（
内
線

２
６
６
０
）

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主

　
要

　
連

　
絡

　
先
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■お知らせ版

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

10 月 27 日入札
建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

環境センターごみクレーン巻上げ電
動機他更新工事 

極東サービス㈱ 2,592,000 円 081.3%
制限付
一般競争

H29.03.31 2

島田本明 75 号管渠
きょ

工事 ㈱神山企画 35,931,600 円 097.2%
制限付
一般競争

145 日間 12

平成 28年度消防緊急通信指令施設更
新工事 

㈱富士通ゼネラル情報通
信ネットワーク営業部

45,684,000 円 096.1%
制限付
一般競争

H29.03.31 1

阿賀野市下水道事業地方公営企業法
適用支援業務委託 

オリジナル設計
㈱新潟事務所

54,540,000 円 096.0%
制限付
一般競争

H31.03.25 4

猫山処理分区マンホール蓋
ふた

改築工事 ㈱帆苅組 20,304,000 円 093.2% 指名競争 H29.03.20 12

消雪パイプ点検業務委託（安田その 1）㈱帆苅組 3,348,000 円 096.6% 指名競争 H29.03.31 8

消雪パイプ点検業務委託（安田その 2）㈱坂詰組 4,806,000 円 098.7% 指名競争 H29.03.31 9

消雪パイプ点検業務委託（水原その 1）㈱上松設備 5,616,000 円 095.9% 指名競争 H29.03.31 8

消雪パイプ点検業務委託（水原その 2）㈱松田設備工業 4,320,000 円 098.8% 指名競争 H29.03.31 7

消雪パイプ点検業務委託（水原その 3）
㈲阿部井戸屋設
備

2,268,000 円 095.0% 指名競争 H29.03.31 7

消雪パイプ点検業務委託（京ヶ瀬） ㈱加藤工業所 4,881,600 円 100.0% 指名競争 H29.03.31 12

消雪パイプ点検業務委託（笹神その 1）
㈱興和阿賀野営
業所

5,022,000 円 099.8% 指名競争 H29.03.31 8

学校情報セキュリティー確保事業（保
守点検業務委託）

㈱サトウ教材 357,177 円 100.0% 指名競争 H29.09.30 2

11 月 02 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

市立図書館空調設備等更新工事 ㈱新潟日立 52,920,000 円 091.7%
制限付
一般競争

H29.08.31 8

ふれあい会館空調設備等更新工事 
菱機工業㈱新潟
支店

42,876,000 円 075.4%
制限付
一般競争

H29.08.31 7

水原地区舗装修繕
㈱阿賀舗道阿賀
野営業所

842,400 円 095.1% 指名競争 50 日間 6

安田地区舗装修繕
㈱阿賀舗道阿賀
野営業所

1,112,400 円 096.3% 指名競争 50 日間 6

山手小学校用地測量業務委託 井上測量事務所 2,916,000 円 094.3% 指名競争 120 日間 5

安田学校給食センター地質調査業務
委託

㈱興和阿賀野営
業所

3,866,400 円 079.4% 指名競争 90 日間 7

スノーポール購入 ㈱新潟デック 853,200 円 096.3% 指名競争 30 日間 4

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

■問い合わせ＝管財課 入札契約係（内線 2362）

お
知
ら
せ

工
業
統
計
調
査

調
査
日
が

変
更
に
な
り
ま
す

　
工
業
統
計
調
査
は
毎
年
12
月
31
日
を

調
査
日
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
27
年
実
績
は
6
月
に
実
施
し
た
平

成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
で

把
握
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
調
査
（
平
成
28
年
実
績
）
以

降
は
、
調
査
日
が
6
月
1
日
に
変
更
と

な
り
ま
す
。
調
査
を
お
願
い
す
る
事
業

所
に
は
、
5
月
ご
ろ
に
調
査
員
の
持
参

ま
た
は
郵
送
で
調
査
票
を
配
布
し
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
経
済
産
業
省
・
新
潟
県
・
阿
賀
野
市
》

◎
工
業
統
計
調
査
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w
w
w
.m
e
ti.g
o
.jp
/sta
tistic

s/

tyo
/ko
u
g
yo
/

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係
（
内
線
２
２
８
２
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社
義
援
金

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
内
外
の
災

害
に
対
す
る
義
援
金
を
受
け
付
け
て
お

り
、
市
役
所
内
に
も
募
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
4
月
〜
10
月
の
間
に
受
け

付
け
た
義
援
金
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◎ 

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
総
額
１
８
２
３
円

◎ 

熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　
総
額
54
万
５
３
４
２
円

◎ 

平
成
28
年
台
風
10
号
等
災
害
義
援
金

　
総
額
２
１
４
円

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
役
所
で
お
預
か
り
し
た
義
援
金

は
、
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
を
通

じ
て
全
額
が
被
災
者
へ
届
け
ら
れ
ま

す
。

※ 

引
き
続
き
義
援
金
の
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

市
役
所
な
ど
の
職
員
が
直
接
義
援
金

を
集
め
に
伺
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詐
欺
等
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 
福
祉

企
画
係
（
内
線
２
１
４
６
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
自
治
会

な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
く
社
費
（
会
費
）
や
寄
付

金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎ 

日
本
赤
十
字
社
阿
賀
野
市
地
区
社
費
・

寄
付
金

　
総
額
４
５
３
万
７
８
３
円

※ 

10
月
27
日
に
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県

支
部
へ
全
額
送
金
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

福
祉

企
画
係
（
内
線
２
１
４
６
）

ご
ず
っ
ち
ょ
カ
フ
ェ

　「
毎
日
の
介
護
を
頑
張
り
過
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て

来
れ
る
場
所
、
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き
る

場
所
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
収
集
の

場
所
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

都
合
の
良
い
時
間
に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
20
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分
（
毎
月
第
3
火
曜
）

▼
会
場
＝
稲
荷
町
会
館
（
百
津
88
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
隣
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
人

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

高
齢
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
阿
賀
野
（
内
線
２
１
３
２
）

・ 

高
齢
福
祉
課 
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
笹
神

　
☎
62
‐
４
１
４
３

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人

や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま

り
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り
合
え
る

お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
（
1

月
は
休
み
ま
す
）。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

ネ
ッ
ト
あ
が
の

　
蛭え

び

子す

　

☎
62
‐
０
６
４
９

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
県
内
で
は
1
日
当
た
り
約
３
０
０
人

分
の
献
血
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日
＝
12
月
20
日
（
火
）

▼
会
場
・
時
間

・ 

市
役
所
1
階
「
第
1
多
目
的
ホ
ー
ル
」

…
午
前
9
時
15
分
〜
昼
12
時
30
分

・ 

あ
が
の
市
民
病
院
1
階
「
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
」
…
午
後
2
時
〜
4
時

▼
協
力
団
体
＝
阿
賀
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
２
６
３
４
）

新
し
く
な
り
ま
し
た

衣
類
等
の
繊
維
製
品
の

洗
濯
表
示

　
12
月
か
ら
、
衣
類
等
の
繊
維
製
品
の

洗
濯
表
示
記
号
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
洗
濯
表
示
が
今
ま
で
の
22
種
類
か
ら

41
種
類
に
増
え
、
繊
維
製
品
の
取
り
扱

い
が
よ
り
き
め
細
か
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
外
で
の
洗
濯
表
示
が
統
一

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
海
外
で
購
入
し
た

繊
維
製
品
の
取
り
扱
い
も
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　
市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
１
０
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　 

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
12
月
2
日
（
金
）
〜
6

日
（
火
）、
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時
▼
空
砲
等
訓
練

＝
12
月
1
日
（
木
）、
5
日
（
月
）
〜

16
日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

○ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

12
月
11
日
（
日
）
〜
20
日
（
火
）

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
冬
の
道 
人
も
車
も 

ゆ
ず
り
あ
い
」

◎
運
動
の
重
点

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
歩
行
者
の
保
護

○ 

夜
光
反
射
材
の
着
用
推
進

　
12
月
11
日
（
日
）
〜
20
日
（
火
）
の

10
日
間
、
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
は
忘
年
会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
お
酒
を
飲
ん

だ
ら
運
転
し
な
い
、
飲
ん
だ
人
に
は
運

転
さ
せ
な
い
よ
う
、
お
互
い
に
注
意
し

合
っ
て
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　
夕
暮
れ
が
早
く
、
今
後
降
雪
な
ど
に

よ
り
視
界
も
路
面
も
悪
く
な
る
時
期
で

す
。
速
度
を
控
え
、
常
に
周
囲
の
状
況

に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

　
夜
に
な
る
と
、
歩
行
者
か
ら
車
の
ラ

イ
ト
は
よ
く
見
え
ま
す
が
、
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
は
歩
行
者
が
見
え
に
く
く
、

発
見
が
遅
く
な
り
が
ち
で
す
。
夜
間
に

外
出
す
る
場
合
、
歩
行
者
は
必
ず
夜
光

反
射
材
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

ー
阿
賀
野
市
・
阿
賀
野
警
察
署

阿
賀
野
市
交
通
安
全
協
会
ー

▼
問
い
合
わ
せ

総
務
課 

地
域

安
全
係
（
内
線

２
２
３
２
）

17 平成 28 年 12 月号 16平成 28 年 12 月号



■お知らせ版 ■お知らせ版

お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
ず
は
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
研
修
室
」

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

▼
内
容
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
業
紹
介
・
概
要
説
明

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
62
‐
１
３
６
５

募 

　
集 

素
敵
な
出
逢
い
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

恋
活
参
加
者
募
集

◎
第
5
回
恋
活
イ
ベ
ン
ト

　
ご
ず
っ
ち
ょ
恋
愛
診
断
に
基
づ
き
、

相
性
の
良
い
相
手
や
相
手
に
合
わ
せ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
が
分
か
る

恋
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
者
全
員
と
1
対
1
で
話
が
で
き

ま
す
。心
も
体
も
温
ま
る
村
杉
温
泉
で
、

1
日
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
12
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後

2
時
〜
5
時（
午
後
1
時
30
分
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
村
杉
温
泉 

環
翠
楼
（
村
杉

４
５
２
７
）

▼
対
象
者
＝
20
歳
以
上
40
歳
未
満
の
独

身
の
人
※
市
外
の
人
も
歓
迎

▼
定
員
＝
男
女
各
30
人

▼
参
加
費
＝
2
千
円

▼
持
ち
物
＝
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
保
険
証
な
ど
）

▼
申
込
方
法
＝
次
の
必
要
事
項
を
記
載

の
上
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

・ 

件
名
…
12
月
23
日
恋
活
イ
ベ
ン
ト
参
加

・ 

本
文
…
①
氏
名
、
②
ふ
り
が
な
、
③

性
別
、
④
年
齢
、
⑤
住
所
、
⑥
電
話

番
号
（
携
帯
可
）、
⑦
「
ご
ず
っ
ち
ょ

恋
愛
診
断
」
の
波
形
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
診
断
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
期
限
＝
12
月
15
日
（
木
）

▼
そ
の
他
＝
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
参
加
の
可
否
は
12
月
16

日
（
金
）
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
連
絡

先
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政

策
課 

企
画
経
営
係
（
内
線
２
２
２
１
）

ag
ano
ko
ikatsu@

d
ig
ram
lab
o
.co
m

平
成
28
年
度

自
衛
官
等
募
集

◎
自
衛
官
候
補
生 

陸
・
海
・
空
（
男
子
）

▼
受
験
資
格
＝
採
用
予
定
月
の
1
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
29
年
3
月
下
旬

〜
4
月
上
旬

▼
試
験
日
＝
平
成
29
年
2
月
12
日（
日
）

▼
合
格
発
表
日
＝
平
成
29
年
3
月
3
日

（
金
）

▼
受
付
期
限
＝
平
成
29
年
1
月
27
日
（
金
）

◎ 

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
）

▼
受
験
資
格
＝
男
子
で
中
学
校
を
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
17
歳
未
満
の
人

▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
29
年
4
月
上
旬

▼
試
験
日

・ 

1
次
…
平
成
29
年
1
月
21
日
（
土
）

・ 

2
次
…
平
成
29
年
2
月
2
日
（
木
）
〜

5
日
（
日
）
の
う
ち
、
指
定
す
る
日

▼
合
格
発
表
日

・ 

1
次
…
平
成
29
年
1
月
27
日
（
金
）

・ 

2
次
…
平
成
29
年
2
月
17
日
（
金
）

▼
受
付
期
限
＝
平
成
29
年
1
月
6
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊

新
発
田
地
域
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
５
６
１
９

ス
ポ
ー
ツ

第
13
回

市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
日
時
＝
平
成
29
年
1
月
1
日
（
日
・

祝
）
午
前
9
時
ス
タ
ー
ト
（
午
前
8
時

〜
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
（
受
付
、

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

▼
種
目
＝
1
・
2
㎞
コ
ー
ス
、3
㎞
コ
ー

ス▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
安
田
・
水
原
総
合
・
笹

神
体
育
館
ま
た
は
京
ヶ
瀬
支
所
体
育
館

係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

電
子
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
受
け

付
け
ま
す
（
中
学
生
以
下
を
除
く
）。

た
だ
し
、
必
ず
主
催
者
が
申
込
書
を

受
理
し
た
こ
と
を
電
話
（
水
原
総
合

体
育
館
☎
62
‐
０
６
５
６
）
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

 su
itai@

city.ag
an
o
.n
iig
ata.jp

　
申
込
用
紙
は
、
安
田
・
水
原
総
合
・

笹
神
体
育
館
お
よ
び
京
ヶ
瀬
支
所
体
育

館
係
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
12
月
15
日
（
木
）

▼
主
催
＝
阿
賀
野
市
・
市
体
育
協
会

▼
協
力
＝
市
陸
上
競
技
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
総
合
体
育
館

第
13
回

市
民
卓
球
大
会

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
開
会
式
、
午
前
9
時
30
分
〜
試
合
開

始
（
午
前
8
時
30
分
〜
受
付
）

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼
種
目
＝
個
人
戦
（
男
・
女
）

・ 

ジ
ュ
ニ
ア
…
小
学
生

・ 

一
般
Ａ
…
経
験
者
・
高
校
生
・
中
学

3
年
生

・ 

一
般
Ｂ
…
未
経
験
者
・
中
学
2
年
生

以
下
の
人

・ 

シ
ニ
ア
…
50
歳
以
上
の
人
（
昭
和
41

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

▼
試
合
方
法
＝
1
ゲ
ー
ム
11
点
先
取
の

5
ゲ
ー
ム
制

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
水
原
総
合
体
育

館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
12
月
7
日
（
水
）

▼
主
管
＝
市
卓
球
連
盟

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
体
育
協
会

　
☎
25
‐
７
６
１
３

講
座
・
教
室

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館

　
☎
63
‐
１
７
２
２

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
掲
示
板

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所
　

山
崎
　
☎
63
‐
２
０
５
０

健
康
・
子
育
て

平
成
29
年
度

私
立
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
募
集

　
平
成
29
年
4
月
か
ら
の
入
会
児
童
を

募
集
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
就
労
等
の
理
由
で
昼
間
、

保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
児
童
で
す
。

　
各
施
設
で
入
会
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
各
施
設
に
あ
り
ま
す
。

◎
ひ
ま
わ
り
笑
楽
館

　（
学
校
町
6
‐
5
）

▼
対
象
児
童
＝
小
学
1
年
〜
6
年
生

▼
募
集
人
数
＝
35
人

▼
持
ち
物
＝
印
鑑

▼
受
付
期
間
＝
随
時

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ひ
ま
わ
り
笑
楽
館
　

☎
62
‐
２
２
４
５

◎
お
と
ぎ
の
く
に
児
童
ク
ラ
ブ

　（
金
田
町
9
‐
81
）

▼
対
象
児
童
＝
小
学
1
年
〜
6
年
生

▼
募
集
人
数
＝
40
人

▼
持
ち
物
＝
印
鑑
、
保
険
料
８
０
０
円

／
年

▼
受
付
期
限
＝
平
成
29
年
2
月
28
日

（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
お
と
ぎ
の
く
に
こ
ど

も
園
　
江
口
　
☎
62
‐
６
３
６
３

◎
た
ち
ば
な
学
童
ク
ラ
ブ

　（
中
央
町
1
‐
3
‐
1
）

▼
対
象
児
童
＝
小
学
1
年
〜
6
年
生

▼
募
集
人
数
＝
40
人

▼
持
ち
物
＝
印
鑑

▼
受
付
期
限
＝
12
月
16
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
た
ち
ば
な
保
育
園

川
瀬

　
☎
62
‐
２
３
９
１

※ 

夜
間
は
本
妙
寺

　
☎
63
‐
８
９
６
２

◎
す
み
れ
児
童
ク
ラ
ブ

　（
山
崎
２
６
０
‐
1
）

▼
対
象
児
童
＝
笹
岡
小
学
校
の
1
年
〜

6
年
生

▼
募
集
人
数
＝
5
人

▼
持
ち
物
＝
印
鑑

▼
受
付
期
間
＝
随
時

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

す
み
れ
保
育
園
　
☎
62
‐
３
７
９
３

・ 

す
み
れ
児
童
ク
ラ
ブ

　
☎
63
‐
１
１
７
３

◎
安
野
学
童
ク
ラ
ブ

　（
南
安
野
町
7
‐
66
）

▼
対
象
児
童
＝
小
学
1
年
〜
6
年
生

▼
募
集
人
数
＝
40
人

▼
持
ち
物
＝
印
鑑

▼
受
付
期
限
＝
12
月
16
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
や
す
ら
ぎ
の
保
育
園

☎
62
‐
３
３
２
７

◎
風
の
子
児
童
ク
ラ
ブ

　（
寺
社
甲
２
０
０
９
）

▼
対
象
児
童
＝
小
学
1
年
〜
6
年
生

▼
募
集
人
数
＝
40
人

▼
持
ち
物
＝
印
鑑
、
保
険
料
８
０
０
円

／
年

▼
受
付
期
限
＝
平
成
29
年
2
月
28
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

風
の
子
こ
ど
も
園
　
木
村
　

・ 

☎
68
‐
５
９
１
０

・ 

風
の
子
児
童
ク
ラ
ブ
　
折
居

・ 

☎
68
‐
３
０
１
８

◎
京
ヶ
瀬
児
童
ク
ラ
ブ

　（
緑
岡
3
‐
20
）

▼
対
象
児
童
＝
小
学
1
年
〜
3
年
生

▼
募
集
人
数
＝
40
人

▼
持
ち
物
＝
印
鑑

▼
受
付
期
限
＝
12
月
22
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
京
ヶ
瀬
児
童
館

☎
67
‐
２
９
０
５

◎
す
ぎ
の
子
ク
ラ
ブ

　（
岡
山
町
１
１
４
０
‐
2
）

▼
対
象
児
童
＝
小
学
1
年
〜
6
年
生

▼
募
集
人
数
＝
60
人

▼
持
ち
物
＝
印
鑑

▼
受
付
期
限
＝
12
月
16
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

み
ど
り
保
育
園
　
☎
62
‐
７
４
２
５

・ 

す
ぎ
の
子
ク
ラ
ブ

・ 

☎
62
‐
１
５
５
１

平
成
29
年
度

市
立
児
童
ク
ラ
ブ
入
会

申
込
の
受
付
を
開
始

▼
開
設
場
所
＝
や
す
だ
児
童
ク
ラ
ブ（
保

田
４
８
０
７
‐
1
・
安
田
公
民
館
3
階
）

▼
募
集
人
数
＝
25
人

▼
受
付
場
所
＝
や
す
だ
児
童
ク
ラ
ブ
、

市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

▼
対
象
児
童
＝
就
労
等
の
理
由
で
昼

間
、
保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
小
学
1

年
〜
6
年
生

▼
提
出
書
類
＝
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込

書
、
就
労
証
明
書
（
い
ず
れ
も
社
会
福
祉

課
、
や
す
だ
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
）

▼
持
ち
物
＝
印
鑑

▼
開
設
時
間
（
日
曜
・
祝
日
・
お
盆
・

年
末
年
始
を
除
く
）

○
基
本
開
設
時
間

・
月
曜
〜
金
曜
…
下
校
時
〜
午
後
6
時

・ 

土
曜
・
学
校
の
長
期
休
業
等
…
午
前

8
時
〜
午
後
6
時

○
延
長
開
設
時
間

・
全
開
設
日
…
午
後
6
時
〜
7
時

・ 

土
曜
・
学
校
の
長
期
休
業
等
…
午
前

7
時
30
分
〜
8
時

▼
通
常
利
用
料
＝
６
０
０
０
円
／
月

▼
延
長
利
用
料
＝
１
０
０
円
／
30
分

▼
受
付
期
限
＝
12
月
16
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
お
や
つ
代
１
０
０
０
円
／

月
、
保
険
料
８
０
０
円
／
年
が
必
要
。

※ 

定
員
の
関
係
上
、
入
会
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

市
の
入
会
選
考
基
準
に
よ
り
審
査

し
、
入
会
者
を
決
定
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

や
す
だ
児
童
ク
ラ
ブ

・ 

☎
68
‐
１
１
０
４

・ 

社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
内
線

２
１
５
０
）

♥
地
産
地
消

　
阿
賀
野
の
恵
み

　
米
・
大
豆
・
牛
乳
・
野
菜

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

新潟県交通災害共済
　交通事故に遭い、けがをされた場合、7 日以上の入通院
からの見舞金をお支払いします。
　見舞金の請求期間は、交通事故に遭った日から起算して
「1 年以内」です。
　交通災害共済にご加入で、事故に遭われた方はご確認く
ださい。

阿賀野市 総務課 地域安全係

☎ 代表 0250‐６２‐２５１０（内線 2232）

（広 告）
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■お知らせ版 ■お知らせ版

健
康
・
子
育
て

糖
尿
病
予
防
教
室

　
血
糖
値
が
気
に
な
り
始
め
た
人
、
生

活
習
慣
を
改
善
し
た
く
て
も
一
人
で
は

続
か
な
い
人
、
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見

直
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
食
事
や
運
動
を

継
続
す
る
コ
ツ
な
ど
糖
尿
病
予
防
に
つ

い
て
全
4
回
で
説
明
し
ま
す
。

　
糖
尿
病
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

期日 会場 内容 講師

平成29年
1月24日（火）

水原保健センター
2階「研修室」

公開講座
「糖尿病とは」

新潟大学医学部
藤原和哉医師

平成29年
2月07日（火）

水原保健センター
1階

食事量の目安 市管理栄養士

平成29年
2月22日（水）

特別養護老人ホー
ム白鳥荘（百津 88）

運動の効果 小島伸子氏

平成29年
3月08日（水）

水原保健センター
1階

歯の健康 市歯科衛生士

▼
時
間
＝
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
対
象
者
＝
Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ
の
数
値
が

5
・
9
％
以
上
で
服
薬
し
て
い
な
い
人

▼
定
員
＝
先
着
35
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
平
成
29
年
1
月
13
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課 

成
人
係
（
内
線
２
６
２
２
）

に
こ
に
こ
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
ベ
ル
の
演
奏
や

「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
の
絵
本
う
た

も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時

30
分
〜

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
対
象
者
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

　

☎
62
‐
５
５
８
１

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ

ん
、
パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
5
日
（
月
）、19
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
内
容

○ 

12
月
5
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

「
自
由
遊
び
の
日
」

　
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
わ
く
わ
く

す
る
よ
う
な
楽
し
い
絵
本
と
わ
ら
べ
歌

を
用
意
し
ま
す
。

○ 

12
月
19
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　
今
年
も
花
ど
け
い
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
と
ト
ナ
カ
イ
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　
良
い
子
の
み
ん
な
に
は
、
う
れ
し
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で

ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

　
☎
62
‐
５
５
８
１

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
希
望
者

は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
「
妊
娠

届
出
書
」
と
そ
の
書
類
に
記
載
の
あ
る

必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
１
）

お
は
な
し
会

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

夜
間
役
所

▼
期
日
＝
12
月
7
日
（
水
）、21
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
変
更
、

納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

は
交
付
の
み
で
す
。

▼
会
場
＝
市
民
生
活
課 

市
民
係
（
内

線
２
１
０
１
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
12
月
5
日（
月
）、12
日（
月
）、

15
日
（
木
）、19
日
（
月
）、26
日
（
月
）、

29
日（
木
）〜
平
成
29
年
1
月
3
日（
火
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
12
月
2
日（
金
）、9
日（
金
）、

15
日
（
木
）、
16
日
（
金
）、
29
日
（
木
）

〜
平
成
29
年
1
月
3
日
（
火
）

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　
悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟

　
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・ 

新
発
田

　
☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

・ 

村
上

☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番
号
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は
要

予
約
）

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課
　
☎
61
‐
２
４
７
４

年
金
相
談

▼
日
時
＝
12
月
21
日
（
水
）
午
前
9
時
30

分
〜
昼
12
時
30
分
▼
会
場
＝
水
原
総
合

体
育
館
1
階
「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望

の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
３
）

医
師
に
よ
る

が
ん
無
料
電
話
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
（
予
約
制
）
※
診
察
は
し
ま

せ
ん
。
☎
03
‐
３
５
６
２
‐
８
０
１
５

―
㈶
日
本
対
が
ん
協
会
―

長谷川ミサヲ 89 歳 10.31 保　田

木村　光雄 83 歳 10.31 保　田

佐藤　イト 83 歳 11.4 緑　岡

市村　ヤイ 81 歳 11.5 日の出町

佐藤シノフ 94 歳 11.6 中ノ通

中林　ヒサ 88 歳 11.7 城

伊藤　　正 87 歳 11.8 中島町

大野　　博 93 歳 11.10 保　田

千原　モト 97 歳 11.10 北本町

田村　光男 79 歳 11.11 保　田

松﨑　カネ 94 歳 11.11 押　切

重　　力 92 歳 11.12 法　柳

黒田　タカ 92 歳 11.13 水ケ曽根

石井　康雄 80 歳 11.13 安野町

遠藤　忠雄 87 歳 11.13 笹　岡

小野　光一 94 歳 11.14 上山屋

清野ハナヨ 89 歳 11.14 金　屋

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

江口　　柚
ゆず

 金田町

佐藤　夢
む

羽
う

 稲荷町

髙橋　彩
いろ

晴
は

 北本町

ちゃん

ちゃん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）

重　行
朋　美
和　也
さやか
勝　成
瑞　穂

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（11 月 1日～ 11 月 15 日届出分）

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■市役所 1階「相談室」＝ 12 月 9日（金）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参してください。

※ お急ぎの人は、次の機関等を利用してください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

樹脂サッシ、カーポート、サンルーム、

シャッターのリフォームも承ります

風除室の年内取り付け

まだ間に合います ! !

ヌマズ   阿賀野市野田 1066 番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4049風除室
「うぶごえ」「おくやみ」欄への掲載を希
望しない場合は、届け出時に係へお申
し付けください。また、出生届を他市
区町村に提出した市内在住者で、「うぶ
ごえ」欄や新聞への掲載を希望する場
合は、市民生活課へ連絡してください。

サンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・加算運賃 1割引き 80円 ・迎車料金 無料

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234　

阿賀野市猫山 434　代表 宮尾 正彦
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分田ゆめの森植樹イベント

　
分
田
み
ん
な
の
森
実
行
委
員
会
（
松

田
昭
悦
委
員
長
）
主
催
の
植
樹
イ
ベ
ン

ト
が
10
月
30
日
、
分
田
こ
ど
も
園
隣
の

分
田
児
童
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
を
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
「
分

田
ゆ
め
の
森
」
に
し
よ
う
と
昨
年
度
に
引

き
続
き
実
施
し
た
も
の
で
、
地
元
園
児
・

児
童
や
そ
の
保
護
者
、
関
係
者
な
ど
約

１
１
０
人
が
参
加
。
堆
肥
が
入
っ
た
穴

に
約
４
５
０
本
の
苗
木
を
約
1
時
間
か

け
て
植
え
、
支
柱
で
固
定
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
分
田
小
2
年
の
塚
野
愛

花
さ
ん
は
「
棒
を
立
て
る
の
が
難
し

か
っ
た
。
植
え
た
木
は
大
き
く
育
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

みんなの森形成へ願いを込めて 消
防
団
の
充
実
強
化
に
向
け

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
更
新

　
市
消
防
団
各
部
の
主
要
装
備
で
あ
る
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
引
渡
式
が
10

月
30
日
、
消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
団
員
約
40
人
が
参
加
。
消
防
団
の

充
実
強
化
を
図
る
た
め
耐
用
年
数
を
経
過

し
た
積
載
車
10
台
を
更
新
し
た
も
の
で
、
各

部
へ
の
引
き
渡
し
を
行
っ
た
後
、
安
田
第
2

分
団
第
4
部
の
齋
藤
正
和
部
長
（
久
保
）
が

決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
引
渡
式
終
了
後

は
積
載
車
の
取
扱
説
明
が
行
わ
れ
、
団
員
は

操
作
方
法
を
真
剣
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
産
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
あ
が
の
わ
く
わ
く
産
業
フ
ェ

ア
２
０
１
６
」
が
11
月
6
日
、
サ
ン
ト

ピ
ア
ワ
ー
ル
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
企
業
１
０
０
社
以
上
が
出
展

し
、
市
内
外
か
ら
約
1
万
1
千
人
が
訪
れ

ま
し
た
。
来
場
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示

品
に
触
れ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
作
り
体
験
を

し
た
り
し
て
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
市
観
光
親
善
大
使
の
水
森

か
お
り
さ
ん
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
も
開
催
。

ス
テ
ー
ジ
の
途
中
、
田
中
市
長
か
ら
市

の
特
産
品
が
手
渡
さ
れ
、
水
森
さ
ん
は

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

あ
が
の
わ
く
わ
く
産
業
フ
ェ
ア

水
森
さ
ん
も
魅
力
を
満
喫

地
名
度
向
上
に
多
大
な
貢
献

「
越
後
水
原
」
制
作
者
感
謝
状
贈
呈
式

　
演
歌
歌
手
・
水
森
か
お
り
さ
ん
の
楽
曲

「
越
後
水
原
」
の
制
作
に
尽
力
し
、
市
の
知
名

度
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て
11

月
4
日
、
感
謝
状
贈
呈
式
が
豪
農
五
十
嵐

邸
銀
座（
東
京
都
中
央
区
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
作
詩
者
の
伊
藤
薫
さ
ん
、
作

曲
者
の
弦
哲
也
さ
ん
が
出
席
（
編
曲
者

の
前
田
俊
明
さ
ん
は
体
調
不
良
で
欠
席
）。

田
中
市
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
・
特
産

品
が
贈
呈
。
受
賞
者
か
ら
は
お
礼
の
言
葉

が
あ
り
、
関
係
者
も
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

　
贈
呈
後
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
さ

ら
な
る
市
の
Ｐ
Ｒ
や
「
越
後
水
原
」
に
続
く

第
2
弾
の
制
作
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
第
12
音
楽
隊
（
群
馬
県
榛

東
村
・
相
馬
原
駐
屯
地
所
在
）
に
よ
る
「
市

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
10
月
29
日
、

水
原
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
前
に
、
音
楽
隊

員
が
水
原
・
京
ヶ
瀬
・
安
田
の
各
中
学
校

吹
奏
楽
部
生
徒
に
対
し
て
楽
器
を
指
導
。

パ
ー
ト
ご
と
に
分
か
れ
、
き
め
細
か
な
指

導
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
緊
張
し
な
が

ら
も
、
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
10
曲
を
披
露
。
音
楽

隊
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
の
ほ
か
、
中

学
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
も
あ
り
、

約
千
人
の
観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

市
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

楽
器
を
介
し
て
貴
重
な
体
験

郷
土
を
描
い
た
絵
画
を
寄
贈

故
・
駒
村
励
吾
氏
水
彩
画
寄
贈

　
水
原
郷
絵
を
描
く
会
や
水
彩
の
会
に

所
属
し
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
多
く
の

仲
間
と
制
作
活
動
を
行
っ
た
故
・
駒
村

励
吾
さ
ん
ご
息
女
の
齋
藤
縁
さ
ん
が
11

月
11
日
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
11
月
2
日
か
ら
6
日
に
か
け
て
、
水

原
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
「
駒
村
励
吾

遺
作
展
」
の
出
品
作
「
じ
ゅ
ん
菜
の
集

い
」
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は

２
０
１
５
年
芸
展
の
入
選
作
で
、
大
き

さ
が
Ｆ
60
号
（
１
３
０
3
㎜
×
９
７
０

㎜
）
の
水
彩
画
で
す
。
齋
藤
さ
ん
に
は

田
中
市
長
か
ら
礼
状
が
渡
さ
れ
、
作
品

は
市
長
室
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

市産業発見ツアー

　「『
新
潟
県
酪
農
発
祥
の
地
』
安
田
で

酪
農
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
ろ
う
！
」
と

題
し
た
「
市
産
業
発
見
ツ
ア
ー
」
が
11
月

12
日
、
安
田
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
市
内
の
産
業
を

知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
的
に
は
従
事
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
市
が
初
め

て
企
画
し
た
も
の
で
、
当
日
は
市
内
の

小
学
生
な
ど
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
㈲
ヤ
ス
ダ
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
は
工
場
見

学
や
酪
農
の
歴
史
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
誕
生

な
ど
の
講
話
を
、
㈱
神
田
酪
農
で
は
乳

牛
へ
の
餌
や
り
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
聴
診

器
で
心
音
を
聞
く
な
ど
の
体
験
学
習
を

そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
酪
農
を
学
び
ま
し
た
。

子どもたちへ産業をつなぐため 他
校
の
発
表
に
も
聴
き
入
り

市
小
中
学
校
音
楽
祭

　
市
学
校
教
育
研
究
会
主
催
で
、
2
回
目
と

な
る
「
市
小
中
学
校
音
楽
祭
」
が
10
月
27
日
、

水
原
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
学
校
10
校
の
児
童
代
表
に
よ
る

合
唱
・
合
奏
等
の
発
表
後
、
4
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
合
同
演
奏
が
行
わ
れ
、
児
童
、
生
徒

は
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
閉
校
と
な
る
赤
坂
小
学
校
の
3
・

4
年
生
は
「
安
田
甚
句
」
の
唄
・
お
は
や
し
で
、

山
手
小
学
校
の
4
〜
6
年
生
は
鼓
笛
隊
の
演

奏
で
、
特
色
の
あ
る
活
動
を
披
露
し
ま
し
た
。

左から、齋藤さん、田中市長

真剣なまなざしで楽器指導を受ける生徒たち

左から、弦さん、田中市長、伊藤さん

小型動力ポンプの取扱説明を受ける団員たち大トリを務めた 4中学校吹奏楽部の合同演奏
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★ 水森かおりさんのファンが瓢湖に
来たっちょ！

　11 月 10 日、「水森かおりと行く越後水原 2
日間の旅」ファンクラブツアーに参加した約
250 人が、「越後水原」のプロモーションビデオ
撮影地の瓢湖を見学したり、集合写真を撮った

りしたっちょ。
ごずっちょもレ
ルヒさんと一
緒にお出迎えし
て、水森かおり
さんやファンク
ラブの人たちと
触れ合ってき
たっちょ。

★ 新しいぬいぐるみとコインケース
が出来たっちょ！

　ぬいぐるみ（約 20 ㎝）が 2,000 円、コインケー
ス（約 10 ㎝）が 980 円だよ。販売場所は、瓢
湖白鳥観察舎・白善商店・瓢湖屋敷の杜ブルワ
リー・おしゃれショップすずや。問い合わせは、
合同会社スワンへ　☎ 62-3584

シ
リ
ー
ズ

　
　
阿
賀
野
市
の
伝
説

「 

長ち
ょ
う
ふ
く
じ

福
寺
が
登
場
す
る
伝
説
（
水
原

地
区
）」

　
現
在
の
中
島
町
は
、
慶
長
10

（
１
６
０
５
）
年
に
記
さ
れ
た
新
発

田
藩
の
史
料
の
中
に
「
中
嶋
村
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
17
世

紀
初
め
に
は
、
村
と
し
て
存
在
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

酒
を
く
れ
と
せ
が
む
地
蔵
尊

　
今
か
ら
２
０
０
年
ほ
ど
前
の
中
嶋

村
（
現
在
の
中
島
町
周
辺
）
は
、
ま

だ
数
軒
の
家
が
点
在
す
る
よ
う
な
閑

散
と
し
た
村
で
し
た
。
そ
の
中
嶋
村

の
古
刹
「
長
福
寺
」
の
門
前
に
「
善ぜ

ん

助す
け

」
と
い
う
酒
造
家
が
い
ま
し
た
。

　
い
つ
の
頃
か
ら
か
夜
に
な
る
と
、

善
助
方
の
玄
関
の
戸
を
誰
か
が
た
た

き
、「
酒
く
れ
、
酒
」
と
せ
が
む
声

が
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
の
う
ち
は
、
ど
こ
か
の
酔
っ

ぱ
ら
い
の
仕
業
だ
ろ
う
と
無
視
し
て

い
ま
し
た
が
、
あ
る
夜
あ
ま
り
に
し

つ
こ
い
の
で
、
こ
っ
そ
り
外
を
う
か

が
う
と
、
驚
く
こ
と
に
そ
こ
に
い
た

の
は
、
長
福
寺
門
前
の
地
蔵
尊
で
し

た
。
慌
て
て
酒
を
渡
す
と
、
地
蔵
尊

は
お
と
な
し
く
な
っ
て
戻
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
収
ま

り
ま
せ
ん
。
毎
日
、
お
酒
を
お
供
え

し
な
い
と
夜
ご
と
玄
関
に
や
っ
て
来

て
は
、
戸
を
た
た
い
た
り
揺
さ
ぶ
っ

た
り
し
ま
す
。
仕
方
が
な
い
の
で
、

善
助
の
家
の
人
は
地
蔵
尊
に
酒
を
お

供
え
し
続
け
ま
し
た
。

■ 
水
を
く
れ
と
せ
が
む
四
ッ
橋
長
者

　
昔
、
外
城
町
に
四
ッ
橋
長
者
と
い

う
大
金
持
ち
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
黒
い
高
塀
に
囲
ま
れ
た
広
い
屋
敷

の
中
に
は
、
白
壁
の
土
蔵
が
幾
つ
も

あ
り
、
毎
年
秋
に
な
る
と
、
収
穫
し

た
米
俵
が
う
ず
た
か
く
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
年
の
こ
と
、
こ
の

地
で
大
洪
水
が
起
こ
り
農
地
は
荒
れ

果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
不
作
の
年
が
何
年
も

続
き
、
ぜ
い
た
く
を
し
て
何
不
自
由

な
く
暮
ら
し
て
い
た
長
者
の
家
も
だ

ん
だ
ん
貧
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
奉
公
人
も
1
人
2
人
と
去
り
、

蓄
え
も
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
上
、
家
族
も
病
気
で
次
々

と
亡
く
な
り
、
と
う
と
う
こ
の
家
に

は
長
者
だ
け
が
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
家
が
栄
え
て
い
た
頃
は
、
人
の
出

入
り
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
長
者

は
欲
深
く
、
威
張
り
散
ら
し
て
ば
か

り
い
た
の
で
、
誰
も
寄
り
付
こ
う
と

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
い
に
は
長
者

自
身
も
重
い
病
に
か
か
り
、
寝
た
き

り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
誰
も

付
き
添
っ
て
看
病
し
て
く
れ
る
人
は

い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
た
だ
一
人
、
中
嶋
村
の

長
福
寺
の
坊
さ
ん
だ
け
が
、
時
々
様

子
を
見
に
来
て
、食
事
を
与
え
た
り
、

慰
め
て
や
っ
た
り
し
て
い
た
そ
う
で

す
。

　
長
者
は
臨
終
に
、
水
が
欲
し
く
て

た
ま
ら
ず
「
水
を
く
れ
、水
を
く
れ
」

と
叫
び
ま
し
た
が
、
誰
も
水
を
持
っ

て
来
て
は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
助

け
て
く
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
を
呪
う

よ
う
に
「
こ
れ
か
ら
先
、
こ
の
村
の

井
戸
か
ら
水
は
出
る
な
」
と
言
っ
て

息
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
い
つ
も

良
い
水
が
出
て
い
た
近
隣
の
村
々
の

井
戸
は
こ
と
ご
と
く
水
が
出
な
く
な

り
、
唯
一
長
者
に
親
切
だ
っ
た
長
福

寺
の
井
戸
だ
け
は
、
き
れ
い
な
水
が

た
く
さ
ん
湧
き
続
け
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

【
参
考
】
遺
跡
と
し
て
の
四
ッ
橋
長

者
屋
敷

　
現
在
の
日
の
出
町
の
南
に
、「
四
ッ

橋
長
者
屋
敷
」
と
い
う
遺
跡
が
あ
り

ま
す
。

　
明
治
20
年
ご
ろ
、
長
者
屋
敷
と
呼

ば
れ
て
い
る
土
地
の
一
画
に
あ
る
畑

の
所
有
者
が
、
耕
作
の
た
め
土
を

掘
り
起
こ
し
た
と
こ
ろ
、
中
か
ら

叺か
ま
す

一
俵
ほ
ど
の
古
銭
が
出
土
し
ま

し
た
。
大
半
は
中
国
の
古
銭
で
、
約

１
０
０
０
〜
１
３
０
０
年
前
、
唐
の

時
代
か
ら
北
宋
の
時
代
の
物
ま
で
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
25
年
の
基
盤
整
備

工
事
の
際
に
も
陶
器
の
破
片
や
古
銭

な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
陶
器
の

破
片
は
須す

恵え

器き

（
坏つ

き

）
や
須
恵
器
系

の
中
世
陶
器
（
甕か

め

）
で
す
が
、
見
つ

か
っ
て
い
る
遺
物
の
年
代
の
幅
が
広

く
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
資
料

だ
け
で
は
、
遺
跡
の
存
続
時
期
を
特

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
地
に

伝
わ
る
四
ッ
橋
長
者
伝
説
は
、
ど
う

や
ら
単
な
る
言
い
伝
え
で
は
な
く
、

古
代
末
か
ら
中
世
ま
で
の
あ
る
時
期

に
存
在
し
た
地
方
豪
族
の
居
館
跡
に

ち
な
ん
だ
伝
承
が
基
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

《
参
考
文
献
》
水
原
郷
土
史
・
水
原

の
歴
史
風
土
・
水
原
町
編
年
史
他

★

ごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします

ごずっちょ通信

● 

瓢
湖
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
特
集
を
読
ん
で
そ
の
歴
史
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
40
代
・
男
性
）

☆ 

白
鳥
の
像
の
写
真
を
撮
り
に
、
上

野
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
工
事
中
で
す
が
、
興
味
の
あ
る

人
は
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

白
鳥
が
瓢
湖
に
飛
来
し
た
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
瓢

湖
は
大
き
な
財
産
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
間
違
い
探
し
は
す
ご
く
難

し
か
っ
た
で
す
。 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
が
大
好
き
で
す
。

今
度
、
紹
介
さ
れ
た
所
を
訪
れ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

間
違
い
探
し
の
あ
と
1
つ
が
見
つ

か
ら
ず
、
孫
に
見
つ
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
　
　
　 

（
80
代
・
女
性
）

☆ 

ク
イ
ズ
作
成
者
以
外
の
広
報
担
当

者
も
毎
回
挑
戦
。
今
回
も
あ
と
1

つ
が
見
つ
か
ら
ず
…
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ラ
ジ
オ
で
県
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
瓢
湖
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
を

聞
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

毎
回
、
広
報
あ
が
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
　 

（
80
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
度
、
猫
寺
へ
行
っ
て
み
た
い
で

す
。

　
　
　
　
　 

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
は
昔
話
み
た
い
で

面
白
い
で
す
。
市
の
歴
史
の
深
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

瓢
湖
の
歴
史
や
魅
力
を
あ
ら
た
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市

外
、
県
外
の
人
に
も
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

　
　 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

久
々
に
広
報
ク
イ
ズ
に
応
募
し
ま

す
。
当
た
り
ま
す
よ
う
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
の
名
所
の
一
つ
で
あ
る
瓢
湖
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
　 

（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
つ
も
広
報
紙
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
表
紙
の
瓢
湖
の
写
真
が
素
敵

で
し
た
。
　
　
　 

（
40
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

糖
尿
病
に
は
気
を
付
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
健
診
を
受
け
て
き
ま

す
。
　
　
　
　
　 

（
20
代
・
男
性
）

☆ 

糖
尿
病
に
な
っ
た
ら
、
好
き
な
食

べ
物
も
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

№54
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課 市民協働推進係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

P.N りのさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

酒をくれとせがんだといわれる地蔵尊

長福寺本堂
コインケースぬいぐるみ

25 平成 28 年 12 月号 24平成 28 年 12 月号



【材料】（4人分）
サケ（60g）………………………4切れ
酒………………………………小さじ 2
小麦粉…………………………小さじ 2
ごま油…………………………小さじ 2

しょうゆ……………………大さじ 1.5
レモン汁………………………小さじ 1
酢………………………………大さじ 1
砂糖…………………………小さじ 1.5
ショウガのすりおろし………小さじ 1
赤唐辛子…………………………1/2 本
万能ネギ……………………………20g

★ 11 月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 11 月号の当選者
・P.N めごちゃんさん　・P.N きんたさん
・P.N よっしーさん 　・円山慎作さん
・P.N 瑠奈ティンのばあばあさん　・広田修子さん
・P.N サスケ君さん　・P.N okeim0318 さん
・ P.N カズ MAXさん　・ 豊岡桐吾さん

《応募総数 21 通　21 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、

はがきか電子メール、ＦＡＸで 12 月 15 日（木）必

着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を希

望する人は、その旨をお書きください（氏名も必ず

書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人にご

ずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　間違いのところをペンで囲み、携帯電話やスマート

フォンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応

募しても OKです。意見・感想を忘れずに !

紙面

　市内幼稚園・保育園の園児を対象にした交通安全教室が 11 月 10・11 日、水原公民館で行われました。新潟県
警察本部の警察官などが、道路の正しい歩き方やシートベルト・チャイルドシートの大切さなどを説明。園児た
ちは楽しみながら、交通ルールについて学んでいました。※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
サケの薬味だれ

【作り方】
① 赤唐辛子はへたと種を除いて、小口
切りにする。万能ネギ以外の薬味ソー
スの材料を全て混ぜておく。

② サケは 1 切れを 3 等分に切る。酒を
ふり、小麦粉を薄くまぶす。フライパ
ンにごま油を熱し、サケの両面を火が
通るまで焼く。

③ ①の薬味ソースを回し入れ、煮詰め、
味を絡める。万能ネギを散らし、さっ
と火を通す。

④ サケを皿に盛り、余った汁、万能ネギを盛る。

クックパッド　阿賀野市 検索

ごずっちょシール＆
コインケースケ スケンケンケンケンンンケース

レゼンゼンレレゼン

っちっち
ン

ル＆＆＆ょシールルルルールルルル＆＆＆ールルルルょ ル＆＆＆ょシールルル＆＆
ースケケ スンケンケース

魚は苦手という人も、薬味ソースの味付けでおいしく食べる

ことができます。ぜひ作ってみてください。

＜薬味ソース＞

● 

今
月
は 

畑は
た

江え 

で
す 

●

五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森
が
あ
る
自
治
会

　
畑
江
は
、
瓢
湖
か
ら
県
道
水
原
出
湯

線
で
五
頭
山
方
面
に
6
㎞
ほ
ど
進
ん
だ

先
、
国
道
２
９
０
号
と
の
出
湯
交
差
点

を
左
折
。
新
発
田
方
面
へ
約
６
０
０
ｍ

進
ん
だ
県
道
五
頭
公
園
畑
江
線
と
の
丁

字
路
を
中
心
に
、
国
道
を
横
切
っ
て
東

西
に
形
成
さ
れ
た
地
域
で
す
。

　
こ
の
丁
字
路
か
ら
県
道
を
進
ん
だ
先

に
は
、
五
頭
連
峰
の
裾
野
に
、
五
頭
山

麓
い
こ
い
の
森
や
五
頭
連
峰
少
年
自
然

の
家
、魚
止
め
の
滝
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
や
憩
い
の
場
が
あ
り
ま
す
。

困
難
を
極
め
た
開
墾
の
末
に

　
畑
江
の
歴
史
は
比
較
的
新
し
く
、
昭

和
21
年
、
主
に
満
州
か
ら
の
引
揚
者
が

国
か
ら
土
地
を
割
り
当
て
ら
れ
て
、
22

戸
が
入
植
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た
森
を
開
墾
す
る

こ
と
は
困
難
を
極
め
、
大
荒
川
に
近
接

す
る
た
め
石
が
ご
ろ
ご
ろ
と
出
て
く
る

土
地
は
耕
作
に
適
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
し
の
風
の
影
響
や
農
家
出
身
者

が
少
な
く
栽
培
技
術
が
伴
わ
な
い
こ
と

も
相
ま
っ
て
、
大
豆
や
菜
種
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、
ア
イ
リ
ス
な
ど
の
栽
培
を
試

三角小屋（当時の住居）の前で（昭和 23 年ごろ）

南

西

北

東

畑江

み
た
も
の
の
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
先
人
の
努
力
に
よ
り
、
昭
和

30
年
ご
ろ
か
ら
養
蚕
が
、
昭
和
34
年
か

ら
稲
作
が
始
ま
っ
た
の
に
加
え
、
農
業

以
外
の
収
入
も
増
加
し
、
地
域
の
暮
ら

し
が
安
定
し
ま
し
た
。
養
蚕
は
昭
和
37

年
の
生
糸
輸
入
自
由
化
に
よ
り
昭
和
50

年
代
に
衰
退
し
ま
し
た
が
、
今
で
も
畑

江
に
桑
の
木
が
多
い
の
は
そ
の
頃
の
名

残
で
、
成
長
し
て
大
木
に
な
っ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

四
季
折
々
の
花
が
お
出
迎
え

　
平
成
6
年
の
県
道
拡
幅
の
際
、
道
路

沿
い
や
国
道
と
の
丁
字
路
付
近
に
設
け

ら
れ
た
植
栽
帯
。
最
初
は
何
も
植
え
ら

れ
ず
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
が
、

地
域
住
民
が
取
り
除
き
、
花
々
を
持
ち

寄
っ
て
植
え
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
現
在
も
自
治
会
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
花
の

植
え
付
け
や
草
取
り
な
ど
の
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ル
ビ
ア
や
ベ
ゴ

ニ
ア
な
ど
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、
地

域
住
民
は
も
と
よ
り
、
こ
の
地
を
訪
れ

る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

上
下
関
係
が
な
い
の
が
自
慢

　
畑
江
は
戦
後
、
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
地
域
で
歴
史
が
浅
く
、
他
の
地
域

の
よ
う
に
社
寺
仏
閣
が
あ
り
ま
せ
ん
。

か
つ
て
開
墾
で
作
業
や
生
活
を
共
同
で

行
っ
た
経
緯
か
ら
、上
下
関
係
が
な
く
、

他
の
地
域
か
ら
人
を
受
け
入
れ
る
の
に

寛
容
で
世
帯
数
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
昔
と
違
っ
て
環
境
が
良
く
な

り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
が
流
れ
て
い

ま
す
。
五
頭
山
麓
い
こ
い
の
森
な
ど
が

で
き
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
求
め
て
多

く
の
人
々
が
訪
れ
る
地
域
で
す
。

（
取
材
協
力
＝
平
成
28
年
度
役
員
9
人
）

■世帯数 40
■人　口 100
（11 月 1日現在）

笹神支所から市営バス折居大
日線で 11分～ 25 分〔畑江（ド
ライブイン前）、うるおいの湯
前、やまびこ荘玄関前下車〕。

芸
術
は
文
化
の
継
承

　
早
い
も
の
で
今
年
も
師
走
を
迎

え
ま
し
た
。
何
か
と
忙
し
く
し
て

い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
気
忙
し
い
季

節
の
中
で
、
私
は
日
々
、
一
服
の

清
涼
剤
の
よ
う
な
一
枚
の
水
彩
画

に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　
こ
の
絵
は
、
新
潟
県
農
業
水
利

百
選
に
も
選
ば
れ
た
笹
神
地
区
の

村
岡
に
あ
る
「
じ
ゅ
ん

さ
い
池
」
の
「
じ
ゅ
ん

さ
い
採
り
」
を
描
い
た

も
の
で
す
。
先
日
、
あ

る
方
の
遺
作
展
に
水
原

公
民
館
を
訪
れ
た
際
に
、

ご
遺
族
の
方
や
絵
を
描

く
会
の
皆
さ
ま
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
市
役
所
の

市
長
室
へ
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
作
品
に
は
、
男

性
が
2
人
、
女
性
が
7

人
、
全
部
で
9
人
の
人
物

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
喜
々
と
し

て
年
に
一
度
の
じ
ゅ
ん
さ
い
採
り

作
業
に
勤
し
む
姿
が
、
印
象
派
を

代
表
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ル
ノ

ワ
ー
ル
や
モ
ネ
の
絵
を
ほ
う
ふ
つ

と
さ
せ
る
ほ
ど
、
水
彩
画
と
は
思

え
な
い
精
緻
な
筆
遣
い
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。
水
面
に
映
る
空
と
雲
、

反
射
す
る
光
の
繊
細
さ
、
明
瞭
で

輝
き
を
帯
び
た
色
彩
、
各
人
物
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
か
ら
は
、日
々

の
生
活
状
況
か
ら
年
齢
ま
で
推
察

で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
あ

る
意
味
、
写
真
よ
り
も
写
実
的
で

あ
り
、
見
る
人
の
心
持
ち
や
角
度

に
よ
っ
て
見
え
方
が
違
っ
て
く
る

面
白
さ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
絵
の
作
者
は
、
生
ま
れ

育
っ
た
郷
土
の
自
然
や
風
物
、
特

に
、
庶
民
の
生
活
を
描
く
こ
と
に

生
涯
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。　

こ
の
絵
は
、
昨
年
の
芸

展
（
新
潟
県
芸
術
美
術

展
）
の
入
選
作
品
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
今
年

の
芸
展
で
も
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
が
入
選
さ

れ
て
い
ま
す
。「
芸
術
と

は
文
化
の
継
承
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ

う
に
、
阿
賀
野
市
に
お

い
て
も
、
絵
画
・
彫
刻
・

書
道
な
ど
の
芸
術
に
関

わ
る
人
が
増
え
、
子
や

孫
へ
文
化
と
し
て
継
承

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
市
長
室
を
訪
れ
る
多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
こ
の
作
品
を
鑑
賞
し
て
い

た
だ
き
、
阿
賀
野
市
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
以
上
に

市
役
所
に
芸
術
作
品
を
展
示
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
鑑
賞
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
中
清
善
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市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「カンナちゃん」は ベビーカーにのって おさんぽをするの

が だーいすき！ おうちのまわりや ちかくのこうえんを ママと

いっしょに まわるんだ。おさんぽちゅうに きれいな おはなを 

みつけるのが いつもたのしみだよ。あるけるようになったら、

もっと いろいろなところに いきたいな♪

花澤 カンナちゃん（7か月）／箸木免（パパ稔大さん・ママ麻由子さん）

【人の動き】 人口 43,778 人（－ 25） 男 21,189 人（－ 8） 女 22,589 人（－ 17） 世帯数 14,328（－ 3)

平成 28 年 11 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 28 人・死亡 49 人・転入 48 人・転出 52 人

　若葉町、緑町、稲荷町周辺地区のゾーン 30

区域内で、道路標識や路面表示の整備が完了

しました。自動車などの最高速度が時速30㎞

に規制されています。歩行者や自転車が安全

に通行できるよう注意して走行してください。

　わたしの名前は「稀
まれ

」。

生後 6か月だよ。名前の「ま

れ」は飼い主であるお父さ

んとお母さんから、一文字

ずつもらったよ。お母さん

の膝の上でだっこしてもら

うのが大好きなんだ。晴れ

た日は、散歩に行きたくなって

そわそわしちゃう。1日に 4回出

掛けたこともあるよ。これから

寒くなるけど、天気のいい日は

いっぱい散歩に行きたいな。

渡邉松治さん（窪川原）宅の「稀」ちゃん

　10 月 30 日、安田体育館で、今年度 2回目

となる「秋季ラジオ体操講習会」が開催され

ました。当日は 62 人が参加。講師の動きに

合わせ無理せず楽しみながら、ラジオ体操の

正しい動きや効果を学んでいました。


